
32 1975年5月31日日中鳥取県を襲った顕著雷雨に関する解析

ると考えられる．

　7．むすび

　本例は，ある一定の総観的条件の中で，山岳が力学的

に，また熱源あるいは冷源としても作用して，山岳の周

囲に小規模ないし中規模じょう乱を生成し，これらが一

定の仕組みで相互に作用し合って，一定の地域に集中的

な対流活動を発達させ得ることを示している．

　大山の北東部山麓地帯は，鳥取県の中でも比較的降水

量の多い地域である．5節で述べたような考察ができる

とすれば，過去の大雨の中にも，この考察と同じ機構に

よるものが幾つかあるはずである．これについては，さ

らに調査して立証しなくてはならないが，対流雲の発達

に及ぼす大山の地形効果を解明するために，それ自体を

テーマとした稠密な観測網の展開が望まれる．

　この解析は，r山陰地方に顕著な気象現象をもたらし

たメソじょう乱の解析的研究」の一部として，昭和50年

度日本気象学会奨励金により行なったものである．
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